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は
じ
め
に 

―
元
応
寺
・
金
山
（
仙
）
寺
・
善
法
寺
―

　

近
年
に
お
け
る
諸
社
寺
襲
蔵
聖
教
類
の
調
査
の
著
し
い
進
展
並
び

に
目
録
公
開
な
ど
に
と
も
な
い
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
四
周
に

も
想
外
な
新
知
見
が
次
々
と
齎
さ
れ
、
豊
饒
な
沃
野
が
拓
け
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
の
も
こ
こ
二
、三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
叡

尊
教
団
の
活
動
に
つ
い
て
は
贅
言
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
東
大
寺
戒

壇
院
系
の
律
僧
の
系
譜
に
鏤
め
ら
れ
た
絢
爛
と
も
い
う
べ
き
説
話
・

作
品
類
の
種
々
相
は
、
鎌
倉
期
（
院
政
期
へ
連
な
る
）
に
お
け
る
作

品
相
互
の
連
関
の
全
く
新
し
い
〝
組
み
替
え
〟
を
予
感
さ
せ
る
も
の

が
あ
り
、
近
年
の
泉
涌
寺
系
律
な
ど
の
へ
の
新
た
な
る
思
想
史
・
仏

教
史
側
か
ら
の
論
究
と
も
緊
密
に
連
関
・
呼
応
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

角
田
文
衛
氏
が
『
王
朝
の
明
暗
』
に
お
い
て
、
既
に
紹
介
し
て
い

る
記
事
が
あ
る
。

『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
二
年
閏
六
月
十
五
日
条
に

「
癸
未
、
天
晴
、
申
刻
許
左
頭
中
将
隆
夏
朝
臣
来
臨
、
…
（
略
）
…

中
将
談
曰
、
善
勝
寺
者
在
法
勝
寺
西
、
件
寺
家
保
卿
建
立
也
、
有
六

口
供
僧
、
承
仕
・
花
摘
等
干
今
不
絶
、
而
於
寺
者
己
炎
上
了
、
不
及

修
造
、
寺
跡
菜
園
」
等
彼
供
僧
等
所
知
行
也
、
仍
如
形
勤
行
等
於
金

山
寺
行
之
、
件
金コ

ン
サ
ン山

寺
家
成
卿
建
立
也
、
干
今
在
之
、
雲
居
寺
北
也
、

彼
寺
無
供
僧
、
元
応
寺
僧
等
行
仏
事
」『
大
日
本
古
記
録　

薩
戒
記
』

（
２
０
０
３　

岩
波
書
店
）

　

こ
の
記
事
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
、
善
勝
寺
に
は
六
人
の
供
僧
が
置

か
れ
て
い
た
が
、
寺
が
炎
上
し
た
後
も
彼
等
は
寺
の
敷
地
や
菜
園

（
寺
院
と
菜
園
な
ど
に
つ
い
て
は
、
参
考
文
献
と
し
て
井
原
今
朝
男

氏
「
中
世
寺
院
の
国
際
性
と
外
交
僧
」〈『
増
補
中
世
寺
院
と
民
衆
』

談
義
所
逓
蔵
聖
教
に
つ
い
て

― 
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
四
周
・
補
遺 

―

牧　

野　

和　

夫
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平
成
21
・
１　

臨
川
書
店
〉）
を
知
行
し
て
い
る
こ
と
、
但
し
、
善

勝
寺
の
仏
事
は
金
仙
院
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
金
仙
院
に
は
、
現

在
、
供
僧
が
い
な
い
の
で
元
応
寺
の
僧
が
日
常
の
仏
事
を
行
っ
て
い

る
こ
と
、な
ど
で
あ
る
。
善
勝
寺
炎
上
後
、勤
行
な
ど
は
金
山
寺（
院
）

で
行
わ
れ
た
。
金
山
寺
に
は
供
僧
な
く
元
応
寺
の
僧
侶
が
仏
事
を
執

り
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
応
永
三
十
二
年
頃
の
元
応
寺
の
住
持

は
、
第
七
代
慈
昭
和
尚
正
真
で
、『
元
応
寺
年
中
行
事
』
の
撰
者
で

あ
る
（
同
書
の
紹
介
は
牧
野
『
日
本
中
世
の
説
話
・
書
物
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』〈
２
０
０
９
・
12　

和
泉
書
院
〉
頁
16
）。「
光
宗
―
運

海
―
宗
知
―
正
真
」
と
次
第
す
る
『
三
国
伝
記
』
の
世
界
が
、
東
大

寺
戒
壇
院
系
の
律
僧
の
拠
点
寺
院
に
“
ひ
そ
か
に
”
連
続
し
て
い
た

こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
（
こ
と
の
次
い
で
に
一
言
す
る
。『
三
国
伝
記
』

撰
者
玄
棟
と
同
名
の
僧
侶
が
身
延
文
庫
蔵
弘
治
二
年
頃
写
『
逆
修
講

法
』
一
帖
な
ど
複
数
の
聖
教
の
書
写
奥
書
に
署
名
し
て
い
る
。
そ
の

伝
領
墨
識
語
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
）。

　

元
応
寺
の
心
空
が
石
清
水
八
幡
善
法
寺
に
も
ゆ
か
り
を
持
つ
学
僧

で
、
そ
の
門
下
の
鎮
増
（『
鎮
増
私
記
』
の
撰
者
、
田
中
貴
子
氏
『
室

町
お
坊
さ
ん
物
語
』〈
１
９
９
９
・
６　

講
談
社
〉
参
照
）
が
元
応
寺

十
七
代
の
住
持
を
勤
め
て
い
る
こ
と
に
不
自
然
な
点
は
な
く
、
元
応

寺
・
金
仙
院
（
金
山
寺
）・
石
清
水
善
法
寺
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

鎌
倉
期
の
円
照
門
下
の
拠
点
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
“
ゆ
る
や
か

に
”
重
な
る
の
で
あ
る
。

　

凝
然
撰
『
東
大
寺
円
照
上
人
行
状
』（
昭
和
五
二
・
一
〇
二
三
刊　

東
大
寺
図
書
館
）
巻
上
に
、「
洛
東
鷲
尾
法
名
号

金
山
院
」
と
あ
り
、『
行
状
』

に
は
金
山
（
仙
）
院
を
「
鷲
尾
」
と
称
す
る
例
は
多
い
。
正
元
々
年

四
条
隆
親
の
時
、
東
大
寺
戒
壇
院
円
照
上
人
へ
施
入
さ
れ
、
円
照
も

金
仙
院
で
没
し
、
凝
然
も
師
の
後
を
襲
っ
て
同
院
に
埋
葬
さ
れ
て
い

る
。『
行
状
』
に
頻
出
す
る
寺
院
名
で
、
最
も
頻
度
の
高
い
も
の
の

ひ
と
つ
、
東
大
寺
戒
壇
院
系
律
の
京
洛
に
お
け
る
最
大
の
拠
点
で

あ
っ
た
金
山
（
仙
）
寺
は
、
光
宗
に
よ
る
再
興
・
運
海
な
ど
の
滞
在

を
経
て
応
永
二
十
三
年
頃
に
は
供
僧
も
な
く
元
応
寺
の
供
僧
の
許
で

仏
事
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
翻
っ
て
建
礼
門
院
の「
法

性
寺
」
に
て
往
生
、
納
骨
・
墓
ど
こ
ろ
を
「
鷲
尾
」
と
す
る
延
慶
本

に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
正
元
々
年
以
前
・
以
降
は
読
み
本
系
の
本

文
の
生
成
期
に
あ
た
る
。
ま
た
、
延
慶
年
間
を
挟
む
頃
か
ら
応
永
年

間
に
至
る
間
幾
次
に
も
わ
た
る
加
除
の
積
畳
累
増
が
根
来
寺
に
お
い

て
な
さ
れ
た
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、
正
元
々
年
以
降
の
東
大
寺
戒
壇

院
系
律
（
白
毫
院
〈
太
子
堂
〉
に
お
け
る
天
台
穴
太
流
澄
豪
と
の
緊

密
な
交
渉
）
の
差
配
下
に
置
か
れ
た
「
鷲
尾
金
山
院
」
と
東
大
寺
戒

壇
院
系
律
僧
忍
空
・
円
海
、同
じ
く
思
融
等
の
行
状
（
根
来
寺
の
順
継
・

良
殿
と
の
緊
密
な
交
渉
）
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
延
慶
本
独
自
記

事
に
対
す
る
新
た
な
視
界
を
開
く
こ
と
に
な
る
。
台
密
の
穴
太
流
光

宗
・
運
海
の
拠
点
寺
院
の
ひ
と
つ
「
近
江
阿
弥
陀
寺
」
の
登
蓮
説
話

や
思
融
の
拠
点
寺
院
家
原
寺
と
結
ぶ
「
粉
河
寺
」
縁
起
（
東
大
寺
系
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資
料
と
の
問
題
）
や
、
延
慶
本
独
自
の
八
幡
関
連
の
記
事
（
律
系
の

金
沢
文
庫
蔵
「
八
幡
」
関
連
資
料
と
の
酷
似
乃
至
は
同
傾
向
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
長
門
本
の
同
系
資
料
の
取
り
込
み
と
は
、
経
路

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
文
献
と
し
て
鶴
巻
由
美
氏
「『
延

慶
本
平
家
物
語
』
の
神
功
皇
后
譚
」『
国
語
国
文
』
81
巻
９
号　

２
０
１
２
・
９
）
な
ど
が
改
め
て
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
、「
叡
憲
」
と
い
わ
ゆ
る
叡
山
版

　

華
蔵
院
本
『
山
家
要
略
記
』
奥
書
（『
神
道
大
系　

天
台
神
道

（
下
）』）
に
よ
り
、
天
台
の
記
家
の
名
匠
義
源
が
正
和
四
年
に
「
当

流
記
録
中
秘
口
決
」
一
巻
を
秀
範
大
徳
に
授
与
し
た
事
実
を
紹
介
し

た
。
し
か
も
「
先
賢
之
厳
命
」
に
違
う
に
も
拘
ら
ず
、
と
記
る
し
て

い
る
点
（
牧
野
「
本
地
物
の
四
周
」『
佛
教
文
学
』
27
号　

平
成
15 

２
０
０
３
・
３
）
に
留
意
し
た
上
で
、
こ
こ
に
認
め
ら
れ
る
「
秀
範

大
徳

4

4

」が
、神
宮
文
庫
蔵『
本
朝
諸
社
壇
』奥
の「
秀
範
口
」の「
秀
範
」

と
同
一
人
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
と
い
う
仮
定
条
件

を
附
し
て
言
及
し
た
。
さ
ら
に
徳
治
三
年
（
１
３
０
８
）
閏
８
・
25

に
「
秀
範
、『
両
含
抄
』
書
写
」
の
事
実
を
、嘉
暦
二
年
（
１
３
２
７
）

６
・
10
に
そ
の
秀
範
の
本
を
「
蓮
（
連
）
心　

書
写
」
の
事
実
を
も

併
せ
て
紹
介
し
た
の
で
あ
る（
牧
野「
疑
経
・
仮
託
な
ど
の
周
辺
―『
舎

利
要
文
』・『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
―
」（『
実
践
国
文
学
』
60
号　

２
０
０
１
・
10
）。
こ
の
恵
檀
両
流
の
口
伝
の
書
で
あ
る
『
両
含
抄
』

の
近
く
に
は
麗
気
記
や
空
海
な
ど
と
関
わ
る
文
辞
句
の
あ
る
こ
と
の

指
摘
も
あ
る
の
で
あ
る
（
大
久
保
良
順
氏
「
天
台
の
神
本
仏
迹
説
資

料
」（『
神
道
大
系
』
月
報
１
１
４
天
台
神
道
（
下
）　

平
成
５
・
５
）。

ま
た
、本
文
中
に
「
武
州
了
性
大
徳

4

4

相
伝
」
と
も
あ
り
（「
了
性
大
徳
4

4

」

は
あ
る
い
は
了
性
房
良
尊
か
）、「
恵
尋　

真
尊
」
の
相
承
も
律
関
連

で
考
え
ら
れ
そ
う
で
も
あ
る
。

　

義
源
と
秀
範
と
の
「
神
道
」
相
承
授
受
に
か
か
わ
る
点
で
新
た
に

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、「
叡
憲
」
な
る
僧
が
関
与
し
た
叡
山
版
の
南

北
朝
期
の
追
刻
事
業
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
霊
山

院
・
清
誉
と
い
わ
ゆ
る
叡
山
版
（
承
澄
関
係
）・
穴
太
西
山
流
西
山

寶
菩
提
院
と
の
関
連
で
近
く
口
頭
発
表
予
定
（「
延
慶
本
奥
書
・
応

永
書
写
『
平
家
物
語
』
四
周
の
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
東
ア
ジ
ア
へ

（
か
ら
）
の
経
路
―
」〈
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

軍
記
物
語
と
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
：
２
０
１
１
／
８
・
30
於
鶴
見

大
学
〉）
と
予
告
し
た
。
こ
こ
に
「
叡
憲
」
と
い
う
新
た
な
僧
を
と

り
あ
げ
て
身
延
文
庫
蔵
弘
安
至
貞
和
二
年
刊
『
維
摩
経
疏
』
八
巻
の

書
誌
事
項
に
つ
い
て
報
告
す
る
が
、
先
だ
っ
て
「
秀
範
」「
叡
憲
」

に
関
す
る
資
料
の
紹
介
が
必
要
に
な
ろ
う
。
既
に
、「
秀
範
」
に
つ

い
て
は
贅
言
を
加
え
る
こ
と
は
慎
み
た
い
が
（
思
想
史
的
な
検
討
に

つ
い
て
は
、
伊
藤
聡
氏
『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
や
舩
田
淳

一
氏
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
参
照
）、「
叡
憲
」
に
つ
い
て
考
え
る
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上
で
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
い
僧
で
あ
る
。
最
近
の
中
世
神
道
資
料
を
め

ぐ
る
領
域
に
展
開
す
る
「
秀
範
」
の
位
置
か
ら
入
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
「
円
海
―
秀
範
」
と
相
承
す
る
「
秀
範
」
を
軸
に
「
蓮
心
」
と
「
契

弼
」
を
結
ぶ
神
道
関
連
の
血
脈
が
あ
る
。
既
に
、
久
保
田
収
氏
『
中

世
神
道
の
研
究
』（
１
９
５
９　

皇
学
館
大
学
出
版
部
刊
）
が
高
野

山
三
宝
院
蔵
高
野
山
大
学
図
書
館
寄
託『
四
神
道
書
伊
勢
流
』（
吽
性
）

に
拠
る
血
脈
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

「（
略
）
房
海　

実
印　

浄
真　

覚
賢　

頼
明　

覚
吽　

実
尊　

性
遍 

円
海　

秀
範　

聖
海　

蓮
心　

融
尊　

契
弼　

空
龐
」（
傍
点
私
）

　

と
連
な
る
血
脈
で
あ
る
。
更
に
「
秀
範
」「
蓮
心
」「
契
弼
」
と
相

承
の
跡
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
が
神
宮
文
庫
蔵
『
神
道
切
紙
』

第
九
切
紙
「
本
朝
諸
社
壇
」
の
奥
識
語
で
あ
る
。

「
秀
範
口
授　

蓮
心
記
之　

文
和
三
年
甲
午
三
廿
一　

契
弼
書
入　

　

良
重
示　

」

　

と
あ
る
。
伊
藤
正
義
氏
「
久
世
戸
縁
起
―
謡
曲
「
久
世
戸
」
の
背

景
―
」（『
文
学
史
研
究
』）
が
は
じ
め
て
紹
介
し
、
牧
野
「『〔
日
本

記
抄
〕』
翻
印
・
略
解
」（『
実
践
国
文
学
』
51
号　

平
成
９
・
３
）
に

お
い
て
「
蓮4

心
」
を
確
認
し
た
。

　

こ
こ
に
、新
資
料
と
し
て
「
國
學
院
大
學
（
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
）蔵『
諸
大
事
』「
神
祇
潅
頂　

極
秘
」に
次
の
血
脈
が
認
め
ら
れ
る
。

「
神
祇
潅
頂
血
脈　

極
私
号　

天
岩
戸
大
事
」

神
祇
潅
頂　

極
秘　

又
云　

藤
家
潅
頂

印
无
所
不
至　

言
〔
ア
〕〔
バ
ン
〕〔
ウ
ン
〕

印
面
三
穴
有　

日
月
星
也
、
此
印

（
略
）

房
海　

実
印　

浄
真　

覚
賢　

頼
明　

覚
吽　

実
尊　

性
遍　

円
海 

秀
範　

聖
海　

蓮
心　

融
（「
尊
」、
脱
）　

契
弼　

海
賢　

叡
憲　

弘
賢　

弘
印　

一
暈　

月
済　

惣
海　

政
祝
」（
傍
線
私
）

　

大
東
敬
明
氏
「
中
世
神
道
関
係
資
料
と
し
て
の
『
諸
大
事
』」（
巡

礼
記
研
究
会　

第
九
回
研
究
集
会　

平
成
24
・
10
・
13　

於
神
奈
川

県
立
金
沢
文
庫
）
に
新
資
料
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

既
に
大
東
敬
明
氏
「
國
學
院
大
學
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
世

神
道
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗
教
』２
１
８
号　

平
成
22
・
４
）

な
ど
に
紹
介
が
あ
り
、
舩
田
淳
一
氏
「
死
穢
と
成
仏
―
真
言
系
神
道

書
に
み
る
葬
送
儀
礼
―
」（『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』
法
蔵
館　

平
成

23
・
２
）
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
秀
範
」「
蓮
心
」
の
相
承
に
留
意
し
つ
つ
、今
回
の
扱
う
「
叡
憲
」

に
及
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
諸
大
事
』
の
「
諸
社
口
決
」
奥
識

語
「
応
長
二
年
二
月　

日
記
之　

金
剛
資
秀
範
」
の
年
月
日
は
、「
金

沢
文
庫　

古
文
書
２
８
４
４
号
」
に
よ
り
阿
部
泰
郎
氏
が
紹
介
さ

れ
た
素
睿
写
本
「
諸
社
口
決
」（
神
宮
文
庫
蔵
『
神
道
切
紙
』
第
五
）

の
伝
授
識
語
の
末
尾
に
合
致
す
る
。
や
や
長
文
の
伝
授
識
語
と
併
せ

て
引
用
す
る
。

212871実践国文学83_縦_校了.indd   18 2013/03/21   15:02:32



― 19 ―

「
已
上
、
大
事
・
渡
天
口
決
、
真
然
僧
正
、
御
僧
也
。
尊
師
、
自
僧

正
一
相
傳
仍
、
此
密
義
在
小
野
ニ一
。
尊
念
伝
之
一
。
然
、
彼
流
末
資
信

州
某
シ
、
形
ヲ
雖
受
達
磨
門
下
一
、
心
常
遊
神
明
三
摩
地
一
。
爰
、
愚
質
、

去
々
年
夏
天
ニ
、
依
或
人
示
授
一
、
往
向
彼
所
一
、
致
諮
授
一
、
之
処
、

敢
不
預
返
事
一
。
雖
然
一
、
志
念
無
休
一
、
参
上
及
五
六
月
一
、
終
至

八
月
一
、被
許
上
来
ノ
大
事
一
、…
…
（
中
略
）
…
…
為
為
大
事
潤
色
一
、

入
袋
一
被
持
之
ヲ一
。
予
、
自
幼
少
一
、
自
然
ニ
崇
敬
神
道
一
。
…
…
不
慮

ニ
感
得
ス
此
ヲ一
。
但
、
悉
ク
口
決
也
。
雖
然
ト一
、
恐
忽
忘
一
故
、
所
令
記

録
一
如
件
／
応
長
二
年
二
月　

日
記
之
」（『
真
福
寺
善
本
叢
刊　

第

七
巻　

中
世
日
本
紀
集
』〈
一
九
九
九
年
九
月　

臨
川
書
店
刊
〉
頁

５
３
０
）

　

と
あ
り
、宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
『
諸
大
事
』
に
お
け
る
「
金

剛
資
秀
範
」
の
位
置
は
、
明
ら
か
に
「
応
永
二
年
二
月　

日
記
之
」

に
係
る
も
の
で
、「
諸
社
口
決
」
は
秀
範
が
応
長
二
年
（
一
三
一
二
）

二
月
に
「
記
」
し
た
も
の
と
判
明
す
る
。

　

素
睿
写
本
に
存
す
る
や
や
長
文
の
識
語
中
の
「
愚
質
」
や
「
予
」

は
秀
範
の
自
称
と
受
け
取
る
べ
き
で
、「
去
々
年
夏
天
」（
一
三
一
〇
）

に
「
信
州
某
」
の
所
に
赴
い
て
「
被
許
上
来
ノ
大
事
」
た
こ
と
も
秀

範
の
事
績
で
あ
り
、「
自
幼
少
、
自
然
崇
敬
神
道
」
と
の
記
述
も
秀

範
の
洩
ら
し
た
回
顧
の
一
言
な
の
で
あ
っ
た
。秀
範
は
初
心
よ
り「
神

道
」
に
志
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
華
蔵
院
本
『
山
家
要
略
記
』

奥
書
の
「
秀
範
大
徳
」
が
「
諸
社
口
決
」
奥
識
語
の
「
金
剛
資
秀
範
」

で
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
神
道
家
秀
範
が
記
家
の
名
匠
義
源
よ

り
相
承
す
べ
く
天
台
神
道
の
秘
奥
相
承
に
「
懇
志
」
を
以
て
臨
ん
だ

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
幼
少
よ
り
の
初
心
を
貫
い
た
も
の
と
考

え
る
べ
き
で
、
神
本
仏
迹
を
慈
遍
に
先
行
し
て
受
容
し
た
中
世
の
神

道
家
と
し
て
改
め
て
位
置
付
け
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
ま
た
「
尊
念
伝

之
一
。
然
、
彼
流
」
と
い
う
尊
念
の
流
れ
は
、
後
述
す
る
『
受
法
用

心
集
』
に
撰
者
心
定
の
師
加
茂
空
観
上
人
如
実
が
高
野
の
道
範
か
ら

受
け
た
「
尊
念
僧
都
の
流
」
と
同
じ
流
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
『
諸
大
事
』
の
「
円
海　

秀
範　

聖
海　

蓮
心
」
と
次
第
す
る
血

脈
相
承
中
の
「
蓮
心
」
に
つ
い
て
も
既
に
「
偽
経
・
仮
託
な
ど
の
周

辺
―
『
舎
利
要
文
』・『
大
乗
毘
沙
門
功
徳
経
』
―
」（『
実
践
国
文
学
』

60
号　

２
０
０
１
・
10
）
で
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
傳
心
記
』「
先
師

相
承
三
宝
院
自
流
血
脈
事
」
を
用
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。

「「
成
賢　

深
賢　

円
珠　

円
塔　

性
心　

本
圓
」

「
円
塔
」
に
朱
傍
書
し
て
「
蓮
心
上
人
／
善
法
寺
」
と
あ
り
、
蓮
心

は
八
幡
善
法
寺
住
の
円
塔
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」

　

円
珠
は
、
思
融
と
号
し
て
醍
醐
寺
に
住
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

蓮
心
が
『
諸
大
事
』
の
血
脈
に
お
け
る
円
海
や
秀
範
、
更
に
は
思
融

（
円
珠
）
に
連
な
る
こ
と
で
、
東
大
寺
戒
壇
院
系
の
円
照
へ
の
緊
密
な

「
運
動
」
に
係
わ
る
遁
世
上
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、「
秀
範
―
聖
海
」
の
「
聖
海
」
は
、
或
は
、
恵
劔
の
伝

授
に
認
め
ら
れ
る
聖
海
（
秀
範
も
赴
い
た
千
葉
堀
内
禅
堂
の
僧
）
か
。
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よ
う
や
く
「
叡
憲
」
と
い
う
新
た
な
僧
を
と
り
あ
げ
て
身
延
文
庫

蔵
弘
安
至
貞
和
二
年
刊
『
維
摩
経
疏
』
八
巻
に
つ
い
て
論
究
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
い
わ
ゆ
る
叡
山
版
と
呼
称
さ
れ
る
天

台
三
大
部
注
疏
記
の
刊
行
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
八
の
刊
語
を
例
に
示
す
。

　
　
「　
　
　

願
主　

法
印
権
大
僧
都　

承
詮

　
　
　
　

弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

結
縁
短
筆　

権
律
師
清
誉
」

　

と
あ
る
。
願
主
が
承
詮
で
、
い
わ
ゆ
る
版
下
を
担
当
し
た
の
が
清

誉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
目
録
』
に
よ
り
、
注
目
す
べ
き
僧
名
を
抜
書

き
し
担
当
・
役
割
を
明
示
し
て
一
覧
す
る
。

承
詮
―	

三
大
部
注
疏
記
の
願
主

承
澄
―	

『
法
華
玄
義
』
巻
一
・
二
版
下

宋
了
一
―
『
法
華
玄
義
』
巻
六
版
下
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』

巻
十
版
下
、『
法
華
文
句
』
巻
三
・
四
版
下
、『
法

華
文
句
記
』
巻
二
・
四
本
・
七
・
八
本
末
・
九
本
末
・

十
版
下

親
守
―	

『
法
華
玄
義
』
巻
七
版
下
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』

巻
七
版
下

忠
源
―	

『
法
華
玄
義
』
巻
五
願
主
？
、『
法
華
玄
義
釈
籖
』

巻
五
願
主

大
宋
人
盧
四
郎
―
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
六
版
下

清
誉
―	

『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
八
版
下

憲
實
―	

『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
九
版
下

親
瑜
―	

『
法
華
文
句
記
』
巻
六
版
下

ほ
か

　

天
台
三
大
部
注
疏
記
の
刊
行
は
、承
詮
が
弘
安
二
年
（
１
２
７
９
）

か
ら
永
仁
四
年
（
１
２
９
６
）
ま
で
十
八
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た

全
六
十
巻
八
十
帖
と
い
う
一
大
事
業
で
あ
っ
た
。

　

承
澄
没
年
の
弘
安
五
年
（
１
２
８
２
）
以
降
十
数
年
の
間
、
白
毫

院
を
軸
に
活
動
し
て
い
た
良
含
・
澄
豪
・
遍
融
の
動
き
は
、
承
澄
晩

年
の
頃
か
ら
弘
安
八
年
に
か
け
て
天
台
三
大
部
並
注
疏
記
の
刊
刻
事

業
に
願
主
・
本
文
書
写
（
版
下
）
と
し
て
集
結
し
た
学
僧
な
ど
の
人

脈
に
連
な
る
点
は
興
味
深
い
。

　
『
法
華
玄
義
釈
籖
』
巻
八
版
下
を
担
当
し
た
権
律
師
清
誉
は
、
東

山
霊
山
院
（
寺
）
に
係
わ
る
三
井
寺
の
僧
か
、と
推
定
さ
れ
る
。『
勘

仲
記
』
弘
安
九
年
（
１
２
８
６
）
四
月
十
二
日
条
に
「
…
…
大
阿
闍

梨
聖
護
院
宮
御
参
遅
々
之
間
（
中
略
）
大
阿
闍
梨
率
伴
僧
廿
口
」
と

し
て
列
記
す
る
僧
名
に
「
清
誉
」
が
あ
り
「
権
少
僧
都
」
と
あ
る
（
丸

山
陽
子
氏
「
三
井
寺
周
辺
の
和
歌
活
動
」『
明
月
記
研
究
』
12
号　

２
０
１
０
・
１
）。『
門
葉
記
』の「
五
壇
法
」（
山
門
三
人
。
寺
門
一
人
。

東
寺
一
人
）
の
勘
例
・
弘
安
九
年
六
月
十
八
日
条
に
「
寺
」
の
「
清

誉
僧
都
」「
初
」
と
あ
る
。
承
詮
に
つ
い
て
も
、『
兼
仲
卿
記
』
紙
背
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文
書
建
治
二
年
に
「
御
八
講
」
へ
の
屈
請
の
僧
の
ひ
と
り
と
し
て
拾

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
永
頃
に
「
東
山
霊
山
院
」
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
学
僧
で
は

三
井
寺
の
定
円（
李
銘
敬
氏「『
法
華
経
顕
応
録
』を
め
ぐ
っ
て
」〈『
海

を
渡
る
天
台
文
化
』
勉
誠
出
版　

２
０
０
８
・
12
〉、
小
林
加
代
子

氏
「
賢
王
高
倉
帝
と
亡
母
追
善
」〈『
軍
記
物
語
の
窓
』
四
集　

和
泉 

書
院　

２
０
１
２
・
12
〉
参
照
、
宋
刊
本
移
入
な
ど
も
宋
人
害
進

の
堂
塔
な
ど
と
併
せ
て
視
野
に
入
れ
る
べ
き
か
）
が
有
名
で
あ
る
。

定
円
は
反
御
子
左
派
の
父
真
観
没
後
の
歌
書
群
を
伝
領
し
、
東
山

霊
山
あ
た
り
で
素
寂
（
源
光
行
を
父
、
親
行
を
兄
）
を
中
心
に
し

て
書
写
・
校
定
作
業
に
勤
め
た
事
績
が
近
年
あ
き
ら
か
に
な
っ
た

が
（
久
保
田
淳
氏
「
法
印
清
誉
に
つ
い
て
」〈『
中
世
の
文
学
』
附

録
22　

１
９
９
４
〉、藤
本
孝
一
氏
「
三
井
寺
本
―
真
観
本
―
（
三
）」

〈『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書　

月
報
79
』　

２
０
０
８
・
２
〉）、
定
円
ら

と
と
も
に
書
写
・
校
定
作
業
に
勤
し
ん
だ
僧
と
し
て
三
井
寺
僧
清

誉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

承
澄
・
忠
源
は
小
川
流
、
親
守
・
清
誉
は
三
井
寺
、
憲
實
は
安
居

院
流
（
三
井
寺
定
円
と
親
密
）、
親
瑜
は
、
お
そ
ら
く
「
実
勝
―
親

瑜
―
秀
範
―
円
海
」
の
系
譜
に
認
め
ら
れ
る
親
（
信
）
瑜
か
、
と
考

え
ら
れ
る
（
橋
本
正
俊
氏
「
随
心
院
蔵
『
遍
口
鈔
』『
遍
口
鈔
口
伝
』

に
つ
い
て
―
付
翻
刻
」〈『
随
心
院
聖
教
と
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
第

二
集　

２
０
０
５
・
３
〉）。『
遍
口
鈔
口
伝
』
に
「
信
瑜
ハ
木
幡
廻
心

上
人
ノ
舎
弟
也
。
下
向
テ
関
東
一
、
隠
居
」
と
い
う
廻
心
房
真
空
門

下
の
学
僧
で
あ
る
。
こ
れ
に
『
法
華
文
句
』
巻
七
版
下
担
当
「
東
寺

門
流
金
剛
仏
子
源
舜
」
と
い
う
東
寺
門
流
を
加
え
、
そ
の
顔
ぶ
れ
に

宋
了
一
・
大
宋
人
盧
四
郎
（
綱
首
か
、
そ
の
周
辺
）
と
い
う
宋
人
の

積
極
的
な
参
画
を
認
め
る
。
さ
ら
に
は
、
承
澄
を
始
め
、
時
忠
流
な

ど
の
関
係
者
を
複
数
指
摘
で
き
る
。
平
時
継
、
平
範
賢
な
ど
で
あ
る

が
、安
部
雅
遠
な
ど
は
当
代
の
名
筆
と
の
評
価
の
高
い
人
物
で
あ
る
。

「
山
上
平
家
絵
詞
」
の
成
立
時
期
と
も
か
ら
み
興
味
深
い
が
（
落
合

博
志
氏
「
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
享
受
資
料
の
一
、二
」

〈『
軍
記
と
語
り
物
』
27
号　

１
９
９
１
〉）、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

承
詮
は
三
大
部
注
疏
記
に
止
ま
ら
ず
、
湛
然
の
著
作
を
刊
行
す
る

志
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
湛
然
撰
『
維
摩
経
疏
』
八
巻
に
つ
い
て

も
「
願
主
」
と
な
っ
て
承
詮
が
既
に
弘
安
年
間
に
出
版
を
開
始
し
、

巻
七
の
途
中
ま
で
進
め
た
と
こ
ろ
で
没
し
た
た
め
中
断
し
て
い
た

が
、
身
延
文
庫
蔵
『
維
摩
経
疏
』
八
巻
の
刊
語
に
よ
っ
て
、
承
詮
の

遺
志
を
継
い
だ
「
叡
憲
が
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
に
完
成
し
た
こ

と
」（
白
石
克
氏
『
日
本
古
刊
本
図
録
』
上　

平
成
７
・
３
刊　

慶
応

義
塾
図
書
館
）
が
わ
か
る
。

　

身
延
文
庫
蔵
『
維
摩
経
疏
』
巻
七
、５
５
丁
・
裏
ま
で
弘
安
頃
の

願
主
承
詮
の
刊
、
５
６
丁
・
表
か
ら
貞
和
以
前
南
北
朝
初
の
叡
憲
の

刊
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
正
確
に
記
せ
ば
第
七
冊
（
巻
七
）

５
５
・
ウ
ま
で
は
〔
弘
安
期
〕
刊
〔
室
町
〕
印
、
５
６
・
オ
か
ら
は
、
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字
様
明
ら
か
に
異
な
り
貞
和
期
の
叡
憲
に
よ
る
追
刻
で
あ
り
、〔
室

町
〕
印
で
あ
る
。

　

身
延
文
庫
蔵

　
　
　

維
摩
経
略
疏　

八
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湛
然
撰

巻
一
至
七
・
五
五
ウ〔
弘
安
頃
〕承
詮
刊〔
室
町
後
期
〕印
、巻
七
・

五
六
オ
至
九
貞
和
二
・
四
年
叡
憲
刊
〔
室
町
後
期
〕
印

仮
九
冊

　

簡
単
な
書
誌
事
項
を
記
す
。

　

第
一
冊
（
巻
一
）、
前
表
紙
欠
、
仮
表
紙
〈
原
見
返
し
〉（
26
・
９

×
16
・
４
糎
）
近
代
の
紙
縒
り
仮
綴
じ
、
後
表
紙
は
栗
皮
原
表
紙
。

無
辺
無
界
、
印
面
高
さ
、
約
21
・
１
糎
、
毎
半
葉
七
行
々
十
八
字
、

元
は
粘
葉
装
（
現
仮
綴
じ
）
両
面
刷
、
朱
の
合
符
・
断
句
、
墨
の
訓

点
を
附
す
。

　

第
二
冊
（
巻
二
至
巻
九
）
以
降
も
同
様
で
あ
る
が
、
栗
皮
原
前
表

紙
の
中
央
に
打
付
け
に
「
維
摩
経
略
疏
第
二
（
～
巻
九
）」、
左
端
下

方
に
「
日
朝
」
と
い
づ
れ
も
墨
書
。
第
三
冊
（
巻
三
）
表
紙
左
端
に

包
背
裂
（
淡
縹
色
絹
）
の
痕
跡
少
々
あ
り
。
巻
五
あ
た
り
か
ら
栗
皮

原
表
紙
、
包
背
の
粘
葉
装
で
原
装
。

　

巻
七
末
尾
題
「
維
摩
経
略
疏
巻
第
七
」（
96
・
オ
）、
96
・
ウ
に

　
「
右
維
摩
疏
印
板
者
去
弘
安
之
比
為
承
詮
／
法
印
願
主
開
之
第
七

巻
半
功
未
終
而
入
／
滅
自
爾
以
降
涼
燠
多
遷
梓
板
不
整
爰
／
項
年
及

續
補
沙
汰
之
刻
愗
応
一
谷
之
衆
／
命
試
染
数
紙
の
短
筆
耻
貽
露
点
之

拙
／
遙
至
星
灰
之
轉
而
己
時
也
貞
和
四
秊
戊
子
／
天
呂
上
澣
矣
／

　
　
　

右
筆
沙
門
傳
燈
大
法
師
位
叡
憲
記
」

　

巻
八
末
尾
題
「
維
摩
経
疏
巻
第
八
」（
79
・
オ
）、
79
・
ウ
に

　
「
貞
和
二
秊
（
歳
次
／
乙
戌
）
正
月
十
一
日
終
筆
功
矣
／

　
　
　

傳
燈
大
法
師
位
叡
憲
書
」

　

と
あ
る
。

　

こ
の
叡
憲
は
義
源
の
弟
子
で
穴
太
西
山
流
に
係
る
学
僧
で
、
西
山

宝
菩
提
院
に
ゆ
か
り
の
深
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。叡
憲
に
つ
い
て
は
、

松
田
宣
史
氏
「
叡
山
文
庫
蔵
『
依
正
秘
記
』
の
研
究
」（『
比
叡
山
仏

教
説
話
研
究
―
序
説
―
』　

２
０
０
３
・
11　

三
弥
井
書
店
刊
）
に

譲
り
た
い
。
若
干
、
贅
言
を
す
る
な
ら
ば
、
随
心
院
蔵
『
法
華
経
音

釈
』
一
帖
が
あ
り
、「
義
源
―
叡
憲
」
の
相
承
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

二
、
越
前
豊
原
寺
―
智
満
寺
・
走
湯
山
―

　

か
つ
て
牧
野
「
中
世
天
台
談
義
所
の
典
籍
受
容
に
関
す
る
考
察
」

（『
延
暦
寺
と
中
世
社
会
』〈
二
〇
〇
四
・
六　

法
蔵
館
〉）
に
お
い
て

駿
河
智
満
寺
旧
蔵
典
籍
類
の
逓
蔵
の
問
題
を
扱
っ
た
が
、
近
時
、
知

る
こ
と
を
得
た
駿
河
智
満
寺
旧
蔵
柏
原
談
義
所
逓
蔵
の
聖
教
を
新
た

に
紹
介
し
た
（「
中
世
寺
院
資
料
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題
―
伝
領
墨
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署
名
慶
舜
・
泉
涌
寺
版
『
四
分
律
含
注
戒
本
疏
行
宗
記
』
の
底
本
―
」

『
実
践
国
文
学
』
82
号　

２
０
１
２
・
10
）。

　

馬
淵
和
夫
氏
『
影
印
注
釈　

悉
曇
学
書
選
集
』
第
二
巻
（
昭
和

６
３
・
２　

勉
誠
社
）
に
収
載
さ
れ
た
筑
波
大
学
図
書
館
現
蔵
天
福

二
年
写
『
悉
曇
要
決
』（
十
・
二
一
・
１
）
粘
葉
四
帖
で
あ
り
、
巻
一

奥
書
に
「
書
本
冶
承
五
年
辛
丑
二
月
廿
四
日
越
州
坂
北
於
豊
原
寺
書

之
」「
天
福
二
年
甲
午
七
月
十
七
日
智
法
寺
別
処
於
興
禅
院
書
了　

小
比
丘
信
亳
」、
巻
二
奥
書
に
「
天
福
二
年
甲
午
七
月
廿
四
日
寓
走

湯
寺
別
処
興
禅
院
書
了　

小
比
丘
信
毫
」、
巻
三
奥
書
に
「
天
福
二

年
甲
午
七
月
四
日
於
興
禅
院
書
了
信
毫
」、
巻
四
奥
書
に
「
天
福
二

年
甲
午
八
月
四
日
於
□
□
寺
別
処
興
禅
院
書
了　

仁
尊
」「
書
本
云

治
承
五
年
歳
次
辛
丑
三
月
廿
六
日
越
州
坂
北
豊
原
寺
修
行
之
書
之

了
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
奥
書
・
本
奥
書
か
ら
推
し
う
る
こ
と
を
前

掲
小
論
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

　
「
悉
曇
関
係
の
こ
の
両
書
は
、正
に
「
走
湯
」（
伊
豆
）
と
「
智
満
寺
」

（
私
に
「
満
」
と
よ
む
）
と
を
結
ぶ
、天
福
二
年
頃
の
「
信
豪
」「
信
毫
」

の
手
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
成
菩
提
院
現
蔵
『
蘇
悉
地
対
受
記
』
一

帖
ほ
か
と
同
一
筆
者
に
係
る
悉
曇
書
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

た
の
で
あ
る
。「
走
湯
」（
伊
豆
。
重
書
き
、
下
字
不
明
）
と
「
智
満

寺
」（
擦
り
け
ち
）
の
両
寺
に
お
け
る
相
互
授
受
と
い
う
こ
と
で
金

澤
文
庫
保
管
『
忍
空
授
釼
阿
状
』
の
「
安
貞
二
年
七
月
廿
日
於
伊
州

走
湯
山
来
迎
院
授
与
駿
州
智
満
寺
住
僧
堯
真
」
と
同
じ
流
れ
が
認
め

ら
れ
る
。
悉
曇
学
の
領
域
を
考
慮
す
る
と
承
澄
、良
含（
円
光
上
人
）、

澄
豪
（
さ
ら
に
は
岩
蔵
大
円
上
人
が
傍
系
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
）
な

ど
が
「
白
亳
院
」「
成
菩
提
院
」
周
辺
に
浮
か
ぶ
が
、
思
融
（
円
珠
）

や
忍
空
を
介
す
れ
ば
戒
壇
院
・
法
華
寺
系
と
も
関
連
す
る
。
今
後
の

課
題
で
あ
る
。」

　

旧
稿
「
中
世
天
台
談
義
所
の
典
籍
受
容
に
関
す
る
考
察
」
の
ま
と

め
も
引
い
て
お
く
。『
忍
空
授
釼
阿
状
』
一
巻
一
軸
の
伝
授
相
承
血

脈
の
「
船
形
寺
住
僧
覚
智
々
々
以
於
伊
州
走
湯
山
東
明
寺
授
与
同
山

住
僧
源
延
々
々
以
安
貞
二
年
七
月
廿
日
於
伊
州
走
湯
山
来
迎
院
授
与

駿
州
智
満
寺
住
僧
尭
真
々
々
以
延
応
二
年
三
月
廿
日
於
智
満
寺
授

与
同
寺
住
僧
尭
豪
々
々
以
建
長
五
年
九
月
朔
日
於
智
満
寺
授
与
真
尊

（
右
傍
小
字
「
一
蓮
上
人
」）
々
々
以
永
仁
三
年
十
月
廿
日
於
四
天
王

寺
勝
鬘
院
授
与
忍
空
（
右
傍
小
字
「
空
智
上
人
」）
々
々
以
嘉
元
二

年
三
月
十
七
日
於
大
和
州
室
生
寺
授
与
武
川
金
沢
称
名
寺
住
僧
釼

阿
」
を
引
き
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

　
「
血
脈
に
よ
れ
ば
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）、
四
天
王
寺
勝
鬘
院

の
「
一
蓮
上
人
」
真
尊
が
、智
満
寺
に
お
い
て
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
、

永
仁
三
年
に
は
、
四
天
王
寺
で
空
智
上
人
忍
空
の
手
へ
授
け
ら
れ
た

こ
と
が
判
明
す
る
。
日
光
輪
王
寺
蔵
『
十
不
二
門
指
要
紗
』
下
冊
に

認
め
ら
れ
る
、
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）「
智
満
寺
」
に
お
け
る
書

写
が
確
認
で
き
、
そ
の
底
本
に
は
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）「
四

天
王
寺
安
居
僧
堂
談
義
之
次
」
校
合
と
の
識
語
が
あ
り
、
成
菩
提
院
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現
蔵
・
旧
蔵
の
両
書
に
共
通
す
る
智
満
寺
と
四
天
王
寺
と
の
交
渉
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
。『
円
照
上
人
行
状
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
記
述

に
遭
遇
す
る
。「
諱
忍
空
、
房
号
ハ
空
智
、
駿
河
ノ
国
人
也
。
初
ハ

雖
モ
投
ト
禅
院
一
、
而
由
テ
縁
二
入
ル
律
ニ一
、
即
勝
鬘
院
ノ
円
珠
・
思
順
ノ

両
徳
東
遊
之
時
、相
ヒ
随
テ
上
洛
、（
略
）」（『
円
照
上
人
行
状
』
巻
中
、

東
大
寺
図
書
館
、
一
九
七
七
年
、
九
頁
）

　

四
天
王
寺
勝
鬘
院
の
円
珠
・
思
順
が
、
駿
河
の
国
へ
下
り
、「
駿

河
ノ
国
人
」
忍
空
は
、
両
徳
に
随
い
上
洛
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

お
そ
ら
く
、
建
長
九
年
頃
の
円
珠
な
ど
の
智
満
寺
滞
在
と
関
わ
る
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
典
籍
類
も
ま
た
、
忍
空
と
共
に
南
都
へ
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
測
し
う
る
の
で
あ
る
。
四
天
王
寺
と
智
満
寺

と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
単
な
る
遇
合
と
は
考
え
難
い
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
、「
智
満
寺
」
が″
智
証″
系
資
料
や″
十
不
二
門″
関
連
聖
教

と
関
わ
る
こ
と
は
、″
智
満
寺″
が
駿
河
に
お
け
る
重
要
な
天
台
系
寺

院
で
あ
っ
た
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

旧
稿
に
た
び
た
び
記
し
た
の
で
省
略
す
る
が
、
円
照
の
戒
壇
院
系

の
寺
院
を
め
ぐ
る
「
動
き
」、
す
な
わ
ち
金
山
院
・
東
大
寺
戒
壇
院
・

八
幡
善
法
寺
・
法
花
寺
・
天
王
寺
勝
鬘
院
な
ど
を
結
ぶ
頻
繁
な
僧
侶
・

典
籍
の
往
来
を
台
密
西
山
流
の
澄
豪
・
豪
鎮
に
結
び
、
緊
密
な
相
互

授
受
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
真
言
律
の
忍
空
・
円
珠
・
真
尊
、
円
光

上
人
良
含
が
寺
戸
宝
菩
提
院
蔵
書
形
成
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
も
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。」

　

信
亳
（
豪
）
と
伊
豆
源
延
・
駿
州
智
満
寺
を
結
ぶ
教
線
は
、
櫛
田

良
洪
氏
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』（
昭
和
39
年
８
月　

山
喜

房
仏
書
林
）頁
３
５
１
～
３
５
７
に
拾
う
こ
と
の
で
き
る「
信
亳
」（
駿

州
智
満
寺
僧
と
同
一
僧
か
ど
う
か
は
不
明
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
）

を
介
し
て
種
々
に
憶
測
は
可
能
で
あ
る
が
、
資
料
的
な
面
で
の
欠
如

は
甚
だ
し
く
全
て
未
詳
と
し
て
お
く
。
既
に
納
富
常
天
氏
「
三
浦
義

村
の
迎
講
と
伊
豆
山
源
延
」（『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
』）
の
行
実

一
覧
に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
伊
豆
源
延
と
駿
州
智
満
寺
を
結
ぶ
資
料

と
し
て
『
善
光
寺
縁
起
』（
続
群
書
類
従　

28
輯
上
）「
浄
蓮
上
人
源

延
如
来
奉
拝
見
事
」
の
中
に
拾
う
「
駿
河
国
智
満
寺
為
大
曼
荼
羅
供

大
阿
闍
梨
得
崛
請
渡
給
」
の
一
節
が
あ
る
。

「
夫
浄
蓮
上
人
。
伊
豆
国
人
。
家
伊
豆
河
東
走
湯
山
所
生
也
。
若
年

之
時
依
学
澄
憲
住
山
住
侶
多
年
也
。
止
観
玄
文
重
稽
古
。
真
言
秘
密
。

薫
習
久
。
三
密
法
水
灑
頂
。
許
可
傳
法
重
度
。
猶
亘
別
学
極
底
。
加

之
。
慈
悲
受
性
興
隆
餘
身
。
又
日
三
時
供
養
法
無
絶
。
毎
日
三
万
念

佛
声
不
懈
。
惣
顕
密
事
理
行
業
。
偏
望
往
生
浄
土
極
楽
。
専
祈
臨
終

正
念
。
過
盛
年
殊
更
内
心
深
発
願
念
。
参
詣
善
光
寺
。
其
旨
趣
者
。

我
毎
日
三
万
返
念
佛
祈
来
迎
引
接
。
如
来
本
願
聖
教
證
文
無
違
。
往

生
極
楽
無
疑
心
。
但
釈
迦
遺
法
弟
子
源
延
若
造
上
品
往
生
可
得
無
生

法
忍
者
。
面
容
拝
見
本
師
如
来
。
作
此
念
已
。
自
生
年
四
十
歳
至
于

六
十
六
。
廿
六
年
之
間
。
毎
年
二
度
三
度
参
詣
善
光
寺
如
来
御
宝
前
。

遂
承
久
三
年
二
月
廿
二
日
同
廿
四
日
両
夜
同
預
霊
夢
。
如
来
宮
殿
佛
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子
自
開
。
宮
殿
有
声
言
。
汝
祈
何
事
乎
。
佛
子
答
申
。
只
臨
終
正
念

往
生
極
楽
也
。
宮
殿
有
声
言
。
汝
往
生
定
上
品
。
更
不
可
疑
。
速
発

大
悲
。
勧
進
一
切
。
写
我
形
像
。
可
済
悪
業
衆
生
云
々
。
于
時
五
更

枕
上
独
落
涙
。
年
来
念
願
成
。
面
奉
拝
如
。
感
應
道
交
難
思
議
。
如

何
不
堪
喜
悦
。
同
此
善
光
寺
常
住
之
僧
三
人
一
夜
同
蒙
示
現
。（
小

字
二
行
省
略
）
其
御
詞
言
。
我
走
湯
山
源
延
沙
門
欲
被
拝
見
。
此
沙

門
往
昔
因
縁
不
浅
。
即
拝
見
我
摸
形
像
可
利
益
一
切
者
也
云
々
。
早

旦
三
人
倶
入
堂
額
合
語
之
。
意
詞
一
同
也
。
仍
一
寺
作
貴
寺
内
承
諾
。

許
浄
蓮
上
人
拝
見
訖
。
即
諸
衆
相
議
自
寺
送
書
状
於
上
人
。
其
比
浄

蓮
上
人
相
摸
国
西
郡
辺
松
田
云
所
建
立
一
寺
祈
往
生
号
西
明
寺
。
善

光
寺
使
者
尋
行
彼
寺
。
折
節
駿
河
国
智
満
寺
為
大
曼
荼
羅
供
大
阿
闍

梨
得
崛
請
渡
給
。
仍
使
者
即
参
彼
寺
。
上
人
開
善
光
寺
書
状
。
捧
目

上
置
頂
上
秘
泣
。
状
旨
不
披
露
。
而
自
其
弟
子
同
行
弟
子
相
模
還
之
。

独
身
参
詣
善
光
寺
。
無
左
右
云
何
七
日
籠
不
動
。
常
四
日
夜
重
如
来

告
言
。
早
上
人
可
拝
見
我
云
云
。
此
旨
自
他
示
現
。
仍
承
久
三
年
辛

巳
三
月
二
日
出
堂
中
諸
人
。
閉
四
面
門
戸
。
浄
定
上
人
脂
燭
以
直
宮

殿
御
前
参
詣
。
頭
面
作
礼
開
御
戸
。
面
奉
拝
喜
悦
雨
涙
渇
仰
徹
骨
静

心
思
念
。
…
…
」（
頁
一
八
七
～
一
八
八
）

　

浄
蓮
上
人
源
延
の
宗
教
的
な
行
動
の
範
囲
は
、
伊
豆
走
湯
山
寺
を

軸
に
大
曼
荼
羅
供
の
崛
請
に
赴
い
た
駿
河
国
智
満
寺
や
相
摸
国
西
郡

辺
松
田
に
建
立
し
た
西
明
寺
、
さ
ら
に
信
州
善
光
寺
に
及
び
、
納
富

氏
も
指
摘
す
る
味
岡
御
房
よ
り
伝
授
を
受
け
た「
信
州
平
瀬
法
住
寺
」

（
初
期
談
義
所
に
関
し
て
考
察
す
べ
き
寺
院
の
ひ
と
つ
）
を
加
え
極

め
て
広
範
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
僅
か
に
伝
存
を
確
認
し
得
た
一

群
の
智
満
寺
旧
蔵
聖
教
類
の
質
の
高
さ
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
鎌

倉
初
期
の
関
東
に
展
開
し
た
悉
曇
学
・
安
然
教
学
に
は
看
過
し
が
た

い
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
高
い
水
準
の
学
問
環
境
か
ら

延
び
る
教
線
の
先
に
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
「
越
州
坂
北
豊

原
寺
」（
参
考
文
献
と
し
て
保
立
道
久
氏
「
虎
・
鬼
ヶ
島
と
日
本
海

海
域
史
」〈『
物
語
の
中
世　

神
話
・
説
話
・
民
話
の
歴
史
学
』
東
京

大
学
出
版
会　

１
９
９
８
〉
等
）
が
続
い
て
い
る
。
筑
波
大
学
図
書

館
現
蔵
天
福
二
年
写
『
悉
曇
要
決
』（
十
・
二
一
・
１
）
粘
葉
四
帖
は
、

「
書
本
冶
承
五
年
辛
丑
二
月
廿
四
日
越
州
坂
北
於
豊
原
寺
書
之
」（
巻

一
奥
書
）、「
書
本
云
治
承
五
年
歳
次
辛
丑
三
月
廿
六
日
越
州
坂
北
豊

原
寺
修
行
之
書
之
了
」（
巻
三
奥
書
）
と
あ
る
如
く
、
越
前
豊
原
寺

に
お
い
て
治
承
五
年（
一
一
八
一
）に
書
写
さ
れ
た『
悉
曇
要
決
』（
そ

の
転
写
・
逓
蔵
本
か
、
と
も
）
を
底
本
と
し
て
い
る
。
天
福
二
年
七

月
十
七
日
か
ら
八
月
四
日
に
智
満
寺
（
第
二
帖
は
「
智
満
」
を
削
り

「
走
湯
〔
寺
〕」
と
重
書
）
別
所
興
禅
院
（「
走
湯
〔
寺
〕」
は
、
お
そ

ら
く
豆
州
走
湯
山
寺
）
に
お
い
て
仁
尊
・
信
毫
の
手
に
よ
っ
て
転
写

さ
れ
、
信
毫
（「
信
豪
」
と
も
）
等
に
よ
っ
て
校
合
さ
れ
た
こ
と
が

解
る
も
の
で
あ
り
、
駿
州
智
満
寺
〔
別
所
興
禅
院
〕
に
存
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
駿
州
智
満
寺
や
伊
豆
走
湯
山
寺
の
学
問
的
な
水
準

も
「
越
州
坂
北
豊
原
寺
」
の
悉
曇
学
を
継
承
し
て
成
立
し
て
い
る
の
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で
あ
る
。

　

中
世
に
お
い
て
豊
原
寺
で
想
起
さ
れ
る
書
物
が
あ
る
。
既
に
第
一

章
で
触
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た『
受
法
用
心
集
』（
上
下
二
巻
）で
あ
る
。

無
住
の
『
聖
財
集
』
中
巻
や
広
本
『
沙
石
集
』
巻
八
「
不
法
ニ
シ
テ

真
言
ノ
罰
ヲ
蒙
ル
事
」
に
見
え
る
「
越
前
ノ
誓
願
坊
ノ
上
人
」
が
著

し
た
邪
法
批
判
の
書
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
。「
豊
原
寺
誓
願

房
記
二
巻
書
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
越
前
国

豊
原
寺
の
誓
願
坊
で
あ
り
、
筑
波
大
学
蔵
『
悉
曇
要
決
』
の
本
奥
書

に
云
う
「
越
州
坂
北
豊
原
寺
」
に
同
じ
寺
院
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ

る
。
平
安
末
期
の
越
前
豊
原
寺
に
お
け
る
書
写
収
蔵
活
動
の
旺
盛
な

こ
と
は
、
わ
ず
か
に
残
る
こ
と
を
得
た
片
々
た
る
聖
教
の
余
香
を
以

て
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

結
び

　　

越
前
に
生
ま
れ
越
前
で
仏
法
修
行
に
は
げ
ん
だ
「
田
舎
」
の
学

僧
が
、
三
十
七
歳
で
上
京
し
、
以
降
の
精
励
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
く
、

『
受
法
用
心
鈔
』
に
自
ら
語
る
こ
と
に
偽
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
心

定
が
『
受
法
用
心
鈔
』
に
語
る
と
こ
ろ
の
学
問
的
遍
歴
は
、
諸
国
か

ら
上
京
し
た
鎌
倉
期
の
遁
世
僧
の
ひ
と
つ
の
典
型
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
越
前
の
国
内
に
お
け
る
諸
流
相
承
を
経
て
、三
十
七
歳
で
上
京
、

三
十
九
歳
の
建
長
五
年
に
高
野
山
の
玄
覚
阿
闍
梨
に
し
た
が
っ
て
教

相
の
秘
書
等
を
伝
え
、
建
長
七
年
四
十
一
歳
で
加
茂
空
観
上
人
如
実

に
学
び
、
岩
清
水
の
唯
心
上
人
の
付
法
に
あ
っ
て
は
広
沢
の
保
寿
院

の
流
を
尋
ね
聞
き
、
な
ど
し
て
一
日
と
し
て
空
し
き
日
は
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
心
定
自
ら
越
前
に
お
け
る
相
承
修
学
を
「
田
舎
に

て
の
受
法
」（
守
山
聖
真
氏
の
翻
刻
本
文
中
に
双
行
割
書
）
と
注
記

し
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
上
京
以
降
の
明
徳
知
識
に
参
じ
て

諸
流
相
承
に
差
し
障
り
な
く
精
励
し
う
る
学
問
的
水
準
の
域
に
達
し

て
い
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

お
そ
ら
く
鎌
倉
初
期
駿
州
の
山
寺
智
満
寺
に
し
て
も
、
源
延
の
拠

点
と
し
た
伊
豆
走
湯
山
寺
や
信
州
善
光
寺
な
ど
と
結
び
、
都
に
優
る

と
も
劣
ら
な
い
人
材
を
養
成
し
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ

く
。
駿
州
か
ら
円
珠
・
思
順
に
従
っ
て
上
京
し
た
空
智
房
忍
空
の
洛

中
金
山
院
・
南
都
郊
外
室
生
寺
に
お
け
る
瞠
目
す
べ
き
活
躍
を
見
て

も
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
円
光
上
人
良
含
も
越
州
の
産
で
あ
っ
た
。

　

加
茂
空
観
上
人
如
実
・
石
清
水
唯
心
上
人
最
盛
な
ど
に
付
き
諸
流

を
受
け
た
『
受
法
用
心
鈔
』
の
撰
者
心
定
は
、
無
住
や
山
本
僧
正
覚

済
（『
受
法
用
心
鈔
』
の
序
文
撰
者
に
比
定
さ
れ
る
）
に
ほ
ぼ
直
結
す

る
学
問
的
な
環
境
に
あ
っ
た
、
と
云
っ
て
も
よ
い
。
無
住
も
三
十
六

歳
で
菩
提
山
に
登
っ
て
い
る
。
心
定
も
ゆ
る
や
か
な
伝
授
相
承
を
旨

と
し
た
融
合
と
い
う
新
し
い
潮
流
の
只
中
に
奇
し
く
も
三
十
七
歳
の

身
で
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
顕
密
・
僧
綱
へ
の
批
判
と
諸
宗
融
合
（
但

し
、
時
衆
な
ど
と
現
実
的
な
対
立
が
生
じ
て
く
る
）
と
い
う
新
し
い
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思
潮
の
渦
の
只
中
に
、
諸
国
（
田
舎
）
よ
り
の
真
摯
な
求
法
者
を
懇

ろ
に
迎
え
入
れ
る
遁
世
上
人
の
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

如
実
や
最
盛
・
良
合
な
ど
、
そ
の
後
の
仏
教
史
が
看
過
し
て
久
し
い

学
僧
た
ち
の
名
は
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
、
と
い
っ
て
よ
い
。

附
記

　

既
に
竺
沙
雅
章
氏
「
宋
元
仏
教
に
お
け
る
庵
堂
」〈『
宋
元
佛
教
文

化
史
研
究
』
２
０
０
０
・
８　

汲
古
書
院
刊
〉
が
「
南
宋
末
に
著
さ

れ
た
天
台
宗
の
史
籍
、
志
磐
『
佛
祖
統
紀
』
を
み
て
も
、
庵
の
名
が

あ
ら
わ
れ
る
の
は
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。」（
頁
３
９
６
）
と

指
摘
し
、
山
家
派
の
総
帥
慈
雲
遵
式
も
天
聖
の
こ
ろ
に
天
竺
霊
山
の

寺
東
に
日
観
庵
を
建
て
往
生
業
を
修
し
た
点
な
ど
を
指
摘
、天
台
僧
・

禅
僧
を
問
わ
ず
「
豪
民
の
庵
に
」
招
か
れ
居
住
す
る
風
の
あ
っ
た
こ

と
を
、
宋
代
の
僧
伝
に
広
く
事
例
を
拾
っ
て
い
る
。
地
方
志
に
も
探

り
宋
代
地
方
志
に
は
「
勅
額
の
な
い
庵
堂
」
の
記
録
は
少
な
い
と
し

て
、『
咸
淳
臨
安
志
』
の
例
を
挙
げ
て
い
る
（
寺
院
数
７
６
２
に
対

し
て
庵
は
城
内
外
あ
わ
せ
て
13
）
が
、
元
代
以
降
に
盛
ん
に
な
っ
て

く
る
、
と
し
て
多
く
の
事
例
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、「
大
蔵
経
刊
記

に
み
え
る
庵
堂
」
の
一
章
を
設
け
、
南
宋
末
か
ら
元
代
に
か
け
て
平

江
府
陳
湖
の
磧
砂
延
聖
院
で
開
版
さ
れ
た
磧
砂
蔵
と
元
初
の
普
寧
寺

で
刊
刻
さ
れ
た
普
寧
蔵
を
取
り
上
げ
て
、
庵
の
数
を
拾
い
、
検
討
し

た
結
果
を
示
さ
れ
た
。
磧
砂
蔵
刊
記
に
認
め
ら
れ
る
「
庵
」
が
八
つ

に
過
ぎ
ず
、
少
な
い
の
に
対
し
て
普
寧
蔵
に
お
い
て
は
そ
の
数
が
飛

躍
的
に
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
に
少
な
い
事
例
で
は
あ
る
が
、
東
禅
寺
版
補
刻
葉
施
財
刊
記

に
み
え
る
「
庵
」・「
堂
」
を
電
覧
し
た
結
果
を
加
え
た
い
。

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
一
四
東
禅
寺
版
／

刻
施
⑦
汀
州
蓮
城
県
後
庵
僧
道
深
？
捨
⑦
仲

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
四
○
東
禅
寺
版
／

刻
施
⑫
汀
州
蓮
城
県
西
隠
庵
主
捨
⑫
仲

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
八
七
東
禅
寺
版
／

刻
施
⑤
汀
州
蓮
城
県
新
福
庵
主
廣
洪
捨
⑤
仲

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
六
○
東
禅
寺
版
／

刻
施
④
付
高
④
湖
州
蒙
山
庵
道
圓
為
双
親
生
界
捨
二
片

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
二
七
四
東
禅
寺
版
／

刻
施
③
汀
州
蓮
城
県
取
資
福
庵
契
昌
捨
③
仲

大
般
若
被
羅
蜜
多
経
巻
五
八
○
東
禅
寺
版
／

刻
施
②
青
②
住
廣
州
悟
明
堂
道
成
為
妣
李
念
五
娘
捨

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
三
二
七
東
禅
寺
版
／

刻
施
⑩
王
良
⑩
廣
州
居
住
悟
明
堂
道
成
為
妣
李
念
五
娘
捨

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
巻
一
六
二
東
禅
寺
版
／

刻
施
⑧
周
文
⑧
廣
州
壅
菜
堂
道
人
陳
氏
七
娘
為
自
身
捨

大
般
巻
波
羅
蜜
多
経
巻
五
八
九
東
禅
寺
版
／

①
大
般
若
経
第
十
三
会
忍
波
羅
蜜
多
分
序
刻
施
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②
江
靖
刀
②
住
廣
州
清
本
堂
本
聡
捨

「
壅
菜
堂
道
人
」
と
は
、「
壅
菜
堂
」
居
住
の
「
道
人
」
で
あ
る
。
竺

沙
雅
章
氏
「
浙
西
の
道
民
に
つ
い
て
」（『
中
国
佛
教
社
会
史
研
究
』

１
９
８
２　

同
朋
舎
刊
）
参
照
。

　

な
お
、
道
人
（
者
）
に
つ
い
て
は
、『
徒
然
草
』
な
ど
に
少
な
か

ら
ぬ
用
例
を
み
る
。

　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊

　

本
稿
は
、
平
成
23
年
８
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
軍
記
・
語
り
物
研

究
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」

に
お
け
る
発
表
資
料
の
一
部
に
そ
の
後
の
調
査
資
料
を
補
い
原
稿
化

し
た
も
の
で
あ
る
。
本
誌
80
・
81
号
所
載
稿
並
び
に
『
軍
記
と
語
り

物
』
48
号
所
載
稿
ほ
か
、
関
連
す
る
拙
論
を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　

最
後
に
資
料
調
査
に
際
し
ま
し
て
貴
重
な
典
籍
の
熟
覧
・
調
査
に

ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
身
延
文
庫
当
局
に
対
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　　

こ
の
度
の
本
稿
も
平
成
24
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｂ
：
課

題
番
号22320052

）
の
調
査
研
究
費
助
成
に
よ
る
成
果
で
あ
る
。

（
ま
き
の 

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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